
 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
                              
 

 

 

   

 

 

 

 

 

令和５年１月３１日発行第１０号 

大田区立西六郷小学校 

校長  染谷 武志 
TEL3732-9611 FAX3732-9613 

https://www.ota-school.ed.jp/nishirokugou-es/ 
 

 

 

２月の予定 
 

1 日（水） 午前授業 

３日（金） チーム集会（清掃時間） 

４日（土） 土曜授業 学校公開 

      道徳授業地区公開講座 

６日（月） 委員会 

教材費・給食費引き落とし 

 ７日（火） 社会科見学（５年） 

医療専門相談（四組） 

 ８日（水） 安全指導 

 ９日（木） 避難訓練（J アラート） 

１０日（金） 中学校体験授業（6 年） 

１１日（土） 建国記念の日 

１３日（月） クラブ クラブ見学（３年） 

１４日（火） 区漢字検定 

       新 1 年保護者会 

１７日（金） 校外学習（四組） 

２０日（月） クラブ 

２１日（火） 6 年生を送る会 

２２日（水） 薬物乱用防止教室（6 年） 

       保護者会（3・5・6 年） 

 医療専門相談（四組） 

２３日（木） 天皇誕生日 

２４日（金） 卒業感謝の会 

午前授業(1～5 年) 

２５日（土） 土曜補習 

２７日（月） クラブ終 

２８日（火） 保護者会（１･２･４年･四組） 

       アレルギー会議 

 
※２月６日（月）は、教材費と給食費の引
き落とし日です。各学年の教材費をご確
認の上、口座の残金をご確認ください。
よろしくお願いいたします。 

 

 

 

 

 

 

展覧会の新しい取組と学校生活アンケートについて 

副校長 内藤 大地 

寒い日が続きますが、校庭では今年も紅白の梅がきれいに花を咲かせ

ています。 

先週末には３年振りに展覧会を開催いたしました。たくさんの方に御

来校いただきありがとうございました。今回の展覧会では新たな試みと

して「なかよしギャラリートーク」（対話型鑑賞）を実施しました。違

う学年でペアクラスを作り、班に分かれて鑑賞します。上学年児童が交

代でファシリテーターを務め、作品を見て感じたことや思ったことを話

したり、作った人の話を聞いたりしました。少し恥ずかしそうにしなが

らも自分の作品に込めた思いを話したり、感想を聞いて嬉しそうにした

りする様子が見られました。主体的・対話的で深い学びを得る良い機会

となりました。話したりないところは、ぜひ、御家庭で聞いていただけ

たらありがたいです。また、展覧会についての御意見・御感想等を事前

にお配りした用紙にてお寄せいただけましたら幸いです。 

さて、今年度も２学期末に児童と保護者向けに、それぞれ学校生活に

ついてのアンケートを実施いたしました。保護者の皆様には、回答に御

協力いただき誠にありがとうございました。 

 

 

 

 

 

 

児童アンケートは「勉強のこと（８項目）」「友達のこと（６項目）」
「生活のこと（５項目）」の合計 19 項目です。「勉強のこと」「友達の
こと」については全ての項目で肯定群の合計が 80%以上でしたが、「生
活のこと」については５項目中２項目で肯定群の合計が 80％を下回り
ました。肯定群の割合を比較すると「友達のこと」については高く「生
活のこと」については低いという傾向が本校の特徴として挙げられま
す。これは意識調査ですので、必ずしもそのままの姿が学校生活の中で
見られている訳ではありませんが、子どもたちの規範意識を育てていく
必要性を感じます。御家庭や地域の皆様とともに取り組んでいかなけれ
ばいけない課題です。また、最後に挙げた「タブレットを使って…」の
質問は、志茂田中学校区の小中一貫教育で、今年度の研究テーマとして
ICT 教育の推進に取り組み、４校共通で初めて聞いた項目です。一人一
台のタブレット端末が身近なツールとして子どもたちに浸透してきて
いることが分かります。 

保護者アンケートとともに結果の詳細につきましては３学期の保護

者会で配布させていただきます。教職員で共有し、今後の学校運営に生

かしてまいります。これからも御支援・御協力をよろしくお願いいたし

ます。 

 

道徳授業地区公開講座について  
２月４日（土）に学校公開及び道徳授業地区公開講座が行われ

ます。 

 道徳の授業では、お話を読んで、登場人物になりきって役割演

技をしたり、自分の考えを友達に伝えたりします。登場人物の気

持ちを考えた後には今までの自分やこれからの自分について考え

ていきます。ぜひ御家庭でも授業で取り上げた内容を振り返って

話してみてください。 

             特別の教科 道徳 主任  

 

 
 

２月１４日（火）に、漢字検定の２回

目が行われます。日ごろの学習で、漢字

がどれくらい身に付いているかを確認

する良い機会です。苦手な漢字を覚え直

すなど、検定に向けて繰り返し復習して

いきたいと思います。漢字検定の詳細に

ついては、１２月に配布されたプリント

をご確認ください。 
 

漢字検定担当  

『得意だと思う教科がある』：94%（±０pt） 

『すすんで、友達と考えを伝え合っている』：85%（＋４pt） 

『一緒に遊んだり話しをしたりする友達がいる』：98%（＋１pt） 

『学校では、廊下や階段を走らないようにしている』68%（−８pt） 

『タブレットを使って、自分の考えをまとめたり友達と一緒に学習したり

している』：85%       ※数値は肯定群の割合、（ ）内は前年比 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

・１年  K・H        ・3 年 A・M    ・５年  ★A・I 

     W・T            M・M          I・R  

・２年  K・S        ・４年  A・R    ・６年  T・N   

    ★N・Y            W・R         K・Y 

★印の児童の作品は、大田区の代表として都展に出品されました。おめでとうございます！ 

ゲームパソコンクラブ  クラブ長  H・R 

ゲームパソコンクラブでは、ボードゲームをした

りプログラミングを使ってゲームを作ったりしてい

ます。互いの作品を試したり、操作方法が分からな

いときは教え合ったりして楽しく活動しています。 

校庭スポーツクラブ クラブ長  S・R 

 校庭スポーツクラブでは、野球やサッカーなど協

力して行うスポーツに取り組んでいます。スポーツ

が苦手でもできるように、みんなが楽しめるような

ルールを工夫しています。 

創作クラブ  クラブ長  K・K      

 創作クラブでは、グループでピタゴラスイッチや

かごなどを作っています。アイディアを出し合い、

協力し合いながら作ると、素敵な作品ができるので

楽しいです。 

自然科学クラブ  クラブ長  K・K  

 自然科学クラブでは、普段の理科の授業ではでき

ないようなスライム作り、ろうそく作りなどをして

います。根拠に基づいて材料の分量を考え、粘度や

色の変化を楽しみながら実験しています。 

体育館スポーツクラブ  クラブ長 K・H  

体育館スポーツクラブでは、体育館でできるス

ポーツに取り組んでいます。今年度は、てんかや

ドッジボールなどをして楽しみました。異学年で

チームを組んで、運動を通して仲良くなれるよう

にしています。 

器楽クラブ  クラブ長  S・K 

 器楽クラブでは、演奏したい曲をみんなで選んで

人気があった曲をみんなで練習しています。みんな

で教え合いながら１つの曲を作り上げています。曲

を最後まで演奏できた時に、やりきった、楽しいと

思えるクラブです。 

マンガ・イラストクラブ  クラブ長  M・K 

 マンガ・イラストクラブでは、テーマに沿ってイ

ラストを描いたり、４コママンガを描いたりしま

す。今年は「夏」をテーマにした絵を描きました。

描いた絵は保存をしてあるので、見返すと成長も

感じられます。 

家庭科クラブ  クラブ長  I・M 

 家庭科クラブでは、クラフトテープで小物を作っ

たり、缶バッチを作ったりしました。授業では作れ

ない物を作ることができるので楽しいです。分から

ないことがあっても教え合いながら作品を作ってい

ます。 

クラブ活動は、４～６年生の同好の児童によって８つのクラブに分かれています。 

どのクラブも、クラブ長を中心に、縦割りの学年で楽しく活動しています。 

先日の展覧会には、多くの保護者の方に参観いただきましてありがとうございました。３年振りの展覧

会はいかがだったでしょうか。体験不足が心配されるコロナ禍の中、少しでも子どもたちに多様な体験を

させたいという思いで、学年共同作品・縦割りのチームによる全校作品に挑戦しました。 

作品をつくるということは、子どもたちが思考錯誤しながら自己決定していくことです。それは、子ど

もたちが社会に出たときにとても大切な力となります。子どもの作品を見たときに、目に見える完成度だ

けに捉われず、その中に込められた子どもたちが夢中になって取り組むことができたこと、自己表現でき

たことを大いに認めていただけたら幸いです。                図工専科 

 

 

 

 

 

 

図工専科 齋藤聡美 


